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石 川 …髭 興
謁媒作 川の研究上,金 馬1長面の吸 麻黒髄 の欺態 を知 る ことは興味 あ る問題で ある.こ れが
探 究の 一方法 と して,著 者は慶に第 一報1,に於て,白 金板.Lの吸 膚水素 に低速電子(7V～12V》
を衝 撃 して吸 蔚水素 の脱離 す る模様 をi1Qic.
共 の結a<よ0.低 速電 子 と吸 着ノnkα)非難 ヒli衝突 の際,脱 離現象 は吸蔚水素分 予の電 予構造
歌態の働起 にJ,kくことが 明瞭 になu,脱 離の生一tる機 構 を吹 の如 く論 じた."'wLhち基底電 子
構 造欺熊 を有 する吸 清水素分子が低速電 子 と非弾性 的isiiiして,電 子播造 状態 をac歌 態
に働起 する爲に高速 度原子 に解離 する.こ の際生す る水素原子 は大 な る蓮動の エ ネ'レギ ーを
'持 つか ら容 易に金樋 の吸若 力に打 ち勝 つて中性 嘆予llたに脱離 す る,一 般に低速電子画 撃に よ
る吸蒋水素分 子のlist,離現 象は,電 子 と吸着分 予の訂1!.fJYrOrc(!cU生す る種uの 現 蜘11,特に電
子構 造ll1灘の拗起 に關 聯 する もの と;Y;へられ る.
水素分子σ)電子槽造 欺態 に關 して ぽ,波 動 力學 の見事 な慮 町」に依つて,そ の電子構造 状態の
意 義が鮮明 にせ られ 、一重 項 及び 三 重項 の爾系に属す る 各電子項 の数 値 も.il三確 に需1'算せ られ
てゐ る.3レ更に分光學的研究 の進 頻 ま1聾歌 スベ クrル 分析 よ り,水 素分 子の電子項 の系 列及び
電7Tiiの敦値 を實験的<<定 し得 た:,～二の實駒 値が量 チ ゾ」學 よ りす る理 論値 と鮮 な一致 を示
して,水 素分 子の電子構造 欺態 を確 定す る ことが 出來 た.ry.電子 爾撃實駒 に よる氣相 水素分
子 の電 子構造状態の研 究引)も分光學的 研究 と一致 .した結 巣を示 してゐ る.
併 し此等 の賞験 は悉 く 氣相系分 千に就て行 は.fit.吸箭肝分子 を封象 とす る ものは 殆ん ど例
を見ない.氣 腿 が金旙表 面 に吸4(した楊 含に、その電 子構邉 歌態が氣和 系の ものに比 して癬動
を蒙 け ることが想像せ られ てゐ る.b】
從 つて吸iYih#の水素 の電子項 の数値 は氣 相系の それ と偏侮 を生 じてゐ ると考へ られ る.吸











償}の金属表面に於ける吸制 丸態を覗ふ ととが出來 る.
本實駒方法に依れば,吸%yl/h素の凡ての需子構造欺態の働起電n四こ就て 知 ることを得 ない
が,そ の欣態への励起が 吸hf水讃の脱離 を生する電子構造歌態の働起電歴及び働起函敏 を知
り得る.随 つてこの竃贋 を氣相水素分子の働起電腰 と比較 して,そ の幅符 よ1〕氣罷の吸漕状
態をzn4t'1るのみなら歩,水素分 拘ζ塒する多くの電チ構造駅態中,.何れの電子昏llli造欣態への
肥 が 吸着水素の駐雛の　ii閃となDi'Jるか を石綻 する事が出來 る・夏に働起電子項 と灘 現
象の關係を知つて,電 子構造歌態の働起が 吸着水素の脱錘 を生一rる機構 を探究することが出
來 る.
躾 置 及 び 方 法
装置は第一報りに於けliものと同一・で,」三要な棉分it二極鄭嚢管,小 型水銀ボンプ及び ビラ
ニゲージより成る.
二極眞塞管の陽極はi't!rz板にて作1},その大 さは約1cm=で ある.陰 極として酸化物被覆
織條 を川ひた・小型水銀 ボンフ'は電熱によつて加熱 し,白金板 よ1}電子衝撃によつて 脱離 し
た氣艦 をビラニゲージ1こ途 る働 きをする.
ビラ.y_は 感度10一"unn.H,.に於て使用し,必要に慮 じて 電流計の分路を饗 じて,
3×10-hlm・1・lg・に感度を高めて雷流計の振れよ1〕脱離氣膿量を測定 した.







に吸着 してゐる水の暦 を除去 しその蒸獲 を防eと,水 素 を吸着 した 白金面 を碍 ることが田來
るが,5窪子術撃の結 裏膿子厭水素がqu離すると原子状水素は完全に二極管のnaft吸nして,
外襖的には白金成 より水素o,脱離が起らぬ様に兄えろ.帥 ちClean叩妓巣6,が生す る.
著者はLL・m叩 敷界 を起さす且つ管壁 よql}(分子の灘 陵も生 じない欣態を鴛 る爲に 反懸




に浸 した.同+_陽 極白金両に300Vに加速 した電子電流(10mA)の衝撃 を加へて赤熱 し
て吸藏及び吸着ガスを排氣 した.
以.ヒの排氣庭理の結果,80V以下に加速 し元電子電流の術撃に依つて殆んど氣盟が脱離 し
ない吸蒲暦の.ない綺麗なド.1金而 を得 る'lr.;が出來る.こ れ に水素 を.座力pct度 導入すると水
素のみを吸蒲し掩白金面を得る事がIBS來る.こ の吸膚水素に低玉塁電子衝撃を加へ ると際子駿
水素を脱離するが,二 極管の管壁に他の氣罷の'ttmhFがf昂…す るのでCl側nゆ 数果を生 じ
ない・随 つてLS'7;fk水素は再結合 し.て,ビラニゲージに集められるか ら,9R離水索の量を」1三確
tcy101定錘1來る..
この揚合,ｰtibg1L吸Y1した未知の氣彊(主と.して水分7一)は液旗空氣に依つて凍結せられ,そ
の蒸氣腿はtitめて小 さくなつてゐるから.之が蒸飛 して自金面 を汚染する恐れはない.
本實験 に於て,實 験前の排氣堤理は上の理山に基いて次の如 く行つた.
反慮管堕は200℃附近icy時間加熱後,これ塗液態塞氣に浸 して,之と同n.krt.白金は300V
に加速 した電子電流(10mA>に依つて衝撃をiniへ赤熱 し,白金板上の吸培及び吸藏黒盟 を排
除 して椅麗な白金両 を得fc.吸濟肝のTr在しない.ことはf2;子 筒撃({lV～70V)によつて
氣troのPot離が完粂に起らない ことか ら確認出來る.
この吸済掻のない白金而が得 られ ると,之に水素盤力敗糎を導入して,白金板 に2時問～12
噂剛 織 放置後水素を#1Ftl',して 水素のみ を吸着する白金面をで尋る事が出來る・
接 調電位 差 及び初 速度 の補 正
二極管の陽極白金板 と陰極緩條のllpl.ζ電池.をtiiひてflf'iした電堅は 必すし.も眞の電子の加





線 を測定 した,特 性曲線に於て水素 を吸着 した陽極の場合には屈折を生じる..この屈折職を
水素の イオン化電腿として,之 を氣屈水素分子のイオン化電歴15.9Vと此較 して,その差よ
り補」E値を得.ることがIRSる.この揚合.吸着水素の イaン1ヒ電腿が氣相の イオン化SL,UIRと同
一 と假定 したが,これに耽て吟味が必要である.







ゐ る.ζ れ は そ の 黙 よ り水 素 分 子 のi[化 が 起 つ た こ と に 基 囚 す る.從 つ て 補IE値 略 ζ1.1V












C陽 近 に加熱する爲に,微 量のガスの##Fp1は免れ難い.實 験中この微旋のガスの排出最が常
に一定であることを確 める必要がある.
從つて電子衝票實塩 を行ふ前に,繊條 よbの排氣量をビラニ炉一ジを用ひて測定 して,三分
間の排氣最 を電流計の振れ4ρ1よ り知る
吹に一定電撚に加速 した電子電流':`】nを白金表晦に吸iiiしてゐる水素に圃撃 し,この爲
に脱離する水素の量 を三分llliに亙つて測定 しこの時の電流計の振れ 」P.^を知る.
31i-iL'子衡撃を行はないで,繊 條 よりの排氣量 を三分間に「亙つ'illgsLして,電 流計の振れ
4P5を求める.
以上の如 く三nの 測定 を行つて,一 定電購によつて加逃 した電子電流imAの 衝盤のt,
吸着暦 を脱離する水素の'lltJyをrドの如 く決定出來る,
」戸 吻・一 塑 炉庖
又,此 の揚 合,一 定電曝Vに よつて加迷せ られ た衝 撃電 子電流iの 脱離能率 はaa,/.iに比
例 する,
賓騎結果 住 」ノゾ'～vと の關 係と して表 し.,これ,:り種 々の結論 を求 めた.
賢 瞼 結 果
測定値 に識 て












一 電子鰹 を加一塒 ト電子鱒 鍛 後











































時iB一 電予街轍 削 肝 鰹 賞職
(分)」 鵜 騎
電子街駅を加へた時





















晦mI電 子街堅實瞼前1一_v三 ㌦箭摯を些二唾 一・_
㈲ 排羅"㌧ 排継 孝,解 電挑 流'
,:子3i畢賞瞼後
排氣童qr,
































































時 隅1術 街顧 賄 _」 墜 解 をm一塒1好 衙職 綴














以」二の如 き測定結果 を,7Vよ1〕.55V.附近迄Qfip或 は1Vの 間隔 を搬、・て求 め脱 雌飛
の測 定 を行つfc.
電子 術撃 に よる吸r.水素 の股誰:壁Jpは 前の式
吻 ・≡ 吻,一4ρ1季 」ノ福
に よつて求め る事が}1{來る.Jh,,Jhaは一致 しない蝪 合 を坐 じたが,例 に見 る如 く一致 す る
揚iroのみ を.i1:F([3.zniとして探 耶 した,・
衝磐電 子電 流の礎 化は實駿 中絶へ 一r測定 し差が,衙 撃電 睡が33V以 下の場合 には實験 中殆
ん と不愛 であ る.併 し衝 撃電 屡が33V以 .r.に逡す ると.第5 .及第s例 に示 す如 く電 腿 の値が
一定 であ るに拘 ら一r,衝 撃電子電流 は測定時 闘中に漸次 増穴 する.随 て'のfAtとして は3分
i.uの電子電流 の;,<均をとつて之 を定 めた.
以.ヒの方法でd1,及 び.eを測定 した後,Jp/eを計算 して,衝 撃電 円聖vに 針 す るdp/iの
穆 化のt_A様を圖.示した.(第 二岡)
腹 離 曲 線
第 二隅[に兄 る如 く8V～.51Vの 間 に 六箇 の極大 を脱 離曲線 に生 じる.S～12Vのm1に 生 ず
.る極大は既報1)のis-F→ar・1渤起 に依 る もので ある..何dLの極大 に於て.も,極大の始 まる電 堅
は吸膚水素 と衝ll礎電子 の和互 作用の 鋤起電 腿 と.考へ られ,.この和 呪作 用の 結果1吸牌 水素 の腱














脱離能率即ち電子構造欺態の働起の確章 を示す.第 一,第 五疫第六極大は可rk-kきく表はれ,
これに反して第二,第 三は小さく殊に第四極大は非常に小 さく表 はれてゐる.
第三圃は反懸管壁を350。C以.ヒ1.こ鞭時間加熱排氣 し疫後,二極管壁 を液態塞氣巾に浸 して,











一定電腿に加速 した電予 に よる面 撃實験 に於て,測 定時間(3分 間)中 の衝撃電子電流.9の
墾動 を観 た. ●










































































































排氣 して.水 素の新 しい吸着暦に
針 して30V附 近 よ り電子衝1ale





















{L他の吸薪氣饅に蔽ぱれて.水 素を導入して も水素 の吸蔚 を妨げ,又 水素を全 く吸着しない.
著者は特にこの瓢に留意 して,既 に述べた如 く高速度電子衝蜘.こよつて,吸藏,吸着氣臓の
排除を行つて水素のみを吸着するfiiを得 ることが出來た.こ の揚合二極管々壁の吸着氣盟の
加熱排氣 も同時に行はねばならぬ.吸蔚氣醗の排除が不充分の時は,ｰi$1'iより黙焚 して自金板
{L吸Rfするからである。併 し管壁 を3500C以上1こ加熱排氣する時は管壁の吸茄暦が除去せ ら
れ る霧にCiE=f'ilf:水素が管壁に吸着する所謂Cleanupの現象を生する.著 者は管壁を200℃
附近に加熱 して吸薪氣艘の大部分 を除去 した後,二極管を液照空氣中1.こ浸 して,管壁の吸藩氣
膿 を凍緒 して,その蒸気堅 を極度に小さくして,白金而へz#tが蒸蛋 して吸着するのを防いだ.
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ζの方法に.依れ ば水素のみが吸着 した白金面が得られ,しか も二極管壁はCleanup現敦をお








白金表面に吸iifしてゐる 水素に電手が衝突 する時,電 予速度が 一定の大 さに逮すると水素
ガ分子瓶及原子敢何れの揚合に於て も鋤起する.この鋤起欺態はBohrの量子條1牛に依つて規
定せ られた一定 エネルギ;fKの みが許容せ られ るから,電子速度の小なる時ILは弾 目三衝突








電予蓬度が 一定共鳴電腿に蓮すると原予 或は分子 と非弾性衝突の結果,電 子エネ'レギーが
t子構造;U;態の剛1起エネルギーに移行して,吸 唐原子或は分子は 基底欣態 より勘起量子状態
に鋤起する.












第 八圖は水素分子のzネ ルギ ー階段 岡
式 を示 して.ゐるIU]左側 の.電子項 は一爪
項 系lcyするもの を示 し,電 子項 を結 合
してゐ る矢 は.相當す るスペ ク トルの存 在
を表 は してゐ る.一,R項 系に思す る勘 起
電 子構 造胱熊は¥Ycnwrく圓のC← →A),
L}'man(B←→A)及 びRichardson(B
及 びC← →B及 びCに 結 合す る勘起電
子項)等 の帯 スペ ク トル を放出 してJ,CliT,
rR,u:n.(園の1A)に 灰 る.こ の間働 起
エ ネルギ ーda悉く光の エ ネルギ ーと して
放 出せ らkt,勧起 エネルギ ーが還 動の ニ
ネルギ ーに移 る過擢は存 在 しない.随 つ
てMI6のエネルギー をイ1する生減物 を生
じないか ら吸着氣{澄ほ常然脱離 せす吸清
瓶 態に留 る;一iE項系励起 水素分 子は 白





















金 而 よ り脱離 せ歩 その働 起 エ ネルギ ーを白金而 にfgdへるか,或 は光學 的 エ ネルギ ーと してhk
出 して1毒..状態 に戻 る.
三i晒:rfi系Yc.属す る 働 起水素分 子は 第八 圃の 右側の系列lcつ て,そ の勘起.エ.ネルギ ー を
Fulchec帯スペ ク ト'レ(囲の3'Sを 終項 とするスベ ク1・ル)及 び連績 スベ ク トル(?'SEpち新
記 號 に催れ3.Σドを初 項 と して3C-uを終項 とするスペ ク トル)を 放出 し.て,aC-u歌態 に戻 る.
35祠購 に於て,水 素分子1ま高速 度の水素原予 に 解離 す ることi雌 旺に第 一繰 に於 て 逃 べft.
從 つて この高速度原子欺水素 は容 易に金艇 の吸}rン シヤルに打 ち勝 つて脱離 す る.三 重
項 系Icyする 勘 起水素分子 はその働起 エネルギーを 光學 的 エネルギ ーとして放Niするが,一
部 は運 動リエ ネルギ ーに髪 化す るか ら生成物 は容 易に吸済歌態.を脱 離す ることが 旧來 る。
















態が三.r=t;系へ働起する爲には,衝 撃電子.と分子め偵電子の交換が起 ら忽ぱな らぬ.拗cxに述
べた如 くこの電イ咬 換が起る爲には或 る時問(共鳴時聞)を必要とずるから,衝 雫電 子の巡動
のエネルギーがMrsする電子構造歌態の鋤起電膣に比 して 除 り大きくない時のみ電チ交換 を
生・t.電 子逃度が大ILK]7vと,電子は工禾'kギー 交換後,その敏刺エネルギーを持つて迅速
に分子の作1=1.11(Nrrトtz飛去 る.從 つて分光ff{的45;1:lzb",て.も基底状態が 一・爪項である揚合,三
重項への働起はsLI一の巡動のヱネルギ ーが その鋤起.エネルギizj'度充分なfL子に依つて非
常に強 く働起せ られ る.從 つてSccligc:の定義した働起繭数は非常に幅の狭い極大を示 し,
一一s項系へσ)働起とその傾向を大に異 にしてゐる.陶著者の實駿結果に於て孝讐られた脱離曲線
の極大も電予速度の壁化izfTつて 非常に幅の狭い極大を示 し 一rl!→三,rrl.係への働超に
基 くことを預想せ しめる.
第二の實駿事實は低建電子衝撃(7V^一?OV)にょつてrl金表商を脱離ずろ水素が原予瓶で
あることである.先 に遺べた如 く,二極管の管.壁を150。C以下に排氣底理 しfcdlbｰF3第二ki
に示す如 く吸i;irk;:の脱離 を生するが,器 壁排氣庭理混度を350。c以上1.こ於てffふ掲合は第

















なる電雛現娘に よつてn:じた イオンが 吸茄暦 を麗謹することIS)が述ぺ られてゐるが,一 重項
系電子構迭歌態の渤起現貌が渤起分子の脱睡を生 じなら事實 より類推 して,珊なる電離作niK
よつて生 じた イオンが脱離 すると考へることは更に稔討を要する。
電子速度 を更に塘大すれ ば不安定なH.+絵 鯉6,及びH.++の歌態の働起が考へられ るIT)
斯 る肌態への働起はLち に下の経過に依つて高速度の原子及びブuト ンを生する.
u+(不 安定)→H+H÷+(運 動エネルギ ー)
H2軸(不安定)一トH+十.H+十(蓮動エネルギ戸)
斯 くして生 じた 高速度の1.i=f一及びプuト ンに その運動のz7ル ギisよ つて容 易に吸着暦
より脱離することが出來 る.
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ho.3 D}1501くPTI〔レNOFA【 〕SORBEI)GASESBySLOWELECTR〔、NlMPACT iaa
励起及び不安定なIL+及 びH.÷÷状態への鋤起
に基 くものとし,氣 相の揚合の働起電堅 と比i陵封
照 して第 一表に示 した.
第一表に於て,第 一列ぱ氣相水素分子の種 々な
鋤起電歴 を示す.第 二列は この動起電巫 に枡常す
る鋤起歌態を表 し,第三列は この働起歌態 より生
tる韓移 を示す.第 四列に於て,韓 移1こ作姫 々
の敷果 を示 し141最後の列には:著者の實験結果 よ
り得た吸着水素分子の働起蹴座 を示 した.こ の嚇
起電歴はｻt離曲線の極大の始る電購 より決定 し穴.
表の氣相水素分子の實駒結果申,括 弧 を附 した
数値は著者がスペク ト'レの實験結栗 より得て,挿
入 した ものである1!p
脱 離 機 構
水素分 了'のポテ ンシヤル曲線(第九圃)を蓼考 に
して,吸,x.水素分3の 働起電 歴 に就 て考 禦 を加へ
る(第二 厨1参照).
股離 曲線 に於 て,8V～12Vの 範 園 に生 ず るas
一極大 は,燕 → 詫端 働起Vct+;く.こ れ は既 にa,
一報am》に於て詳論 した所 で ある.
水素分子 のポテ ンシヤル曲線 よ 翰明 らか な如 く,






















1Jの 結 果,水 素分 壬を1翫 歌 態に鋤起 す る.著 者の實験 よ りすれ ば.脱 離 曲線 にこの鋤 起
に基 因す る腕離 が見 られ な い.既 に論 じた如 く一般 に一電項 系 の電 子構造 歌態の鋤起 は吸n.
水素 のfib生 じない.Lの 事實 は高 次一重項 への鋤 起 に於 て も實験 的 に確認1'1來る.
衝 撃電子が ユ2V以 上IC加速 せ られ る と吸着ノk素が電 子 との衝 突 の結 巣原チ状 に脱 離す る.
この脱離 曲線 の第二極大は非常 に幅が独 く,ユ2～ユ4Vの1枷こ於 て存在 して ゐる.こ の脱離 は
吸 膚分 子の_s歌 態 よ り 昌毒 歌態 への勘 起に暴 くもの と考 へ られ る.1澱 →3壕 働超 は水素












起歌態3∫零は漣績 スペ ク トル をrkrrrして,iv..F→'ご1融移 をす る.從 つて分 子は運縦 スペ ク
トル を放 出後 更1ζ高速度の陳子 に解離 す る.又 昏毒 →3叛 渤 鐸 の働 起函 敦が 非常に幅が狭 く,
1`?.5V～13Vに限 られ てゐ る ことは,1..7U一一Gehrckの實野 及びfau-Reichenheimの働起分
散撮 影法騎(An陀gungsd両鴻rsionDictho%1Jによつて實駒的 に求 め られ,著 者の實験flllとよく
一致 す る.從 つて第 一:極大 は 讐 ズ い3∫,1憩移 に よって生一tる高 速 度原子 の脱離 に基因す る.
脱離曲線 に於 ける第三 極大は1-1V一1SVのP;iic:`r在して,そ の極大 の位置 は1#V附 近IL
存夜す る.





































, 一.一 "2sσsrF+ O:iｰ:39--.i+r}
"2Pσ3」1・+ Unsヒable5蝋e
表 に 於 て,iiPrliのifii:]3.R¥'1N,」二に 於 て 多 く の 三.r:項のL1し て ゐ る の が 見 られ る.從 つ
て 第 三 極 大 はn一 つ の 電 子 項 へ の 拗 起 に 基 因 す る も の で な く1多 く の 三 重 項 系 の 電 子 構 造 欣
態 へ の 働 起 が 重 り含 つ て,こ の 極 大 を生 じた も の と 思 は れ る.斯 る商 次 三 重 項 系 働 起 水 素 分 子
ほ そ の 働 起 エ ネ ル ギ ー をFulcher帯 ス ペ ク トル と し て 放ffし て5C.p瓶 態 に 遷 る3)こ の 歌 轄
盤}L.GeLrekandE.Lau,Ro:-+ot.4{σ`義,44,聾12(19黙)14〃'らノ「々ア∫踊,76,6i[1(isus).






は第二 極大 と同様 な過程 を経 て冶漣 度康予 を生 じて吸 着層 を脱離 す る.
薯 者は實験的 に/^一$1)Vの範 圃 に於 て電子 衛撃の結果,原 子1[赴水素が吸71J7Rより股 離す る・
勾噴 を第三闘 に示 す如 くClcanup奴果に よつて確 め得た.從 つて上 の過 程ほ矛盾な きもの
と思 はれ る.
第 一表 に示 す如 く、實験 よ り得た 吸n/k素分子の鋤起電 腿は 氣和 分子 の三 電項系電子構 逝
歌態 の励 起電 巫 と殆 ん ど一3'tする.
これ に 反 して、 不安 定な1.L'欺 態 への 働起電駆 に 關 しては.本 實騎 結 巣 よ り得 た値 は
Bleakneyの質量分光器分 析 【M騒speαrographanaleisJにょる測 定魚浦26Vと 比較 すれ ば
7V程 鋤 起電爆 が.';い方 に偏 符 して ゐ る.之 は質 量分 光器の感 度が ビラニゲー ジに比 し非常
に優秀な ことに依 ろ もの と思はれ る.
實験 結 果よ1日仇 ば 脱 舳Ill線ぽその蹴 蝿 贋33V附 近 よ り始 り,3ti¥'附近 に於 て極 大
に建 し.」じ後漸 減 して4{;VF付近ILつ て更 に増 加め傾向 を示 す.131caknc}'の實験 に於 て,斯
るイ オン化能率llll線の極大 を再 て ゐないが,:lisの1刺旧は質飛分光器 の二吹的 妓梁(生成物 の氣
和 に於け る分解)を生す る爲 と思 はれ る.
衝撃電「門琶流が41iV以上 に加速せ られ る と脱離 プ ロ トン:躍:が更に増大 して,第 六fixJ<が脱
離曲線 に{1ミナ る.こ の電 離llJlに於てa,,未 だ9eli起rvh!!;kは求 め られ てゐな い.'Patcが質『m.:分
光器 を用ひて.そ の電離電 曝 を9GV附 近 に於 τ認 め得たiこ泄 ないタ}
本實駒 よ りすれば可 成明瞭 な働 起函数 を46V～52Vの 閥 にsznす ことが 出來 た.更 に興味
あ聞 脚 よ,先 のBI㎝kn・y、T・te等の實験結 果に於 てはII,暑{unstable)の電 離確卒【ま1-1:+
(unstaLleJに比 して極 め て小な る もの と考 へ られ てゐ るが.本實験結果 に於て 、脱離曲線 の極大
の高 さよ7il;y:した雨電離現 象 の電 雛能率 の比FiH.,÷(anstabte)離能率=llじ+÷〔u蝋able)電離
能李=4:3と な り,H二←ト〔unstablelの電離 能率は從 來 の實駒 に反 して可ek大きい琳が判 つた.
土 の股 離琵測 定の際 に於 ける一定加連画 撃霞 子電 流のu'rftH的な墾動 を,第PgbW,第刑 瑚及び
第 六岡に示 す.33V以 下 の加速電子竃流 の衝 磐の際 は.そ の衙撃電流 の大小 に拘 らす測定時
間 中に電 予電 流に壁 動 を生 じない.之 に反 して33vri.一1=の加速電子電 流 に よる術 撃實駿 に於
ては,測 定中衛撃電子電流 が漸次 培 加す るのが見 られ ろ.之 は33V以.eの 加速電 予電 流 の
衛 撃に依つて吸蒲水素分子 は ブ`2トン歌1ζ脱離す る.随 って.脱 離 プ ロ トンは爾 極間 の'%rllll
荷 をiii和して衙撃電子電流 を増 加 させ る.こ の様子 は第四圖 及び第郁 剛 こ於 け る電 子電 流 の
饗 化 よb明 瞭であ る.電 子 の加速電 曝が33V以..ヒ1こ建 してd、,水素 の吸荊贋 が 存在 しない






以 一ト,脱 離 曲線に生 じた.5個(第 一,第 二,第 三,r.及 び第 六)の 極大ば1報 散 態の吸着
永素分 子の働起に基囚 する もので,そ の働 起歌態 ぱ三 重項系 及び 不安定 なli.+及びH.++欣
態 として設明出來 る.而 もその働 起電料琴は氣相 水素 分予 の励 起電堅 に比 して大 な る偏僑 を生
じてゐな い.
.水素 分子4オ ン
併 し,第 四極ヲ(に關 して水素分 予の ㌧妄 厭態 よ1)之に繍留 する 働起 状態 を見出 し得 ない.
随 つて第四.極大は水素分 子以外 のナ1犬熊の働起 に關聯 す る もの と考 へら#tる.水 素分1'のボテ
ンシヤルdh線より明 らかな如 く 衙撃電子 の電 子速 度が15.9P附 近 に蓮 すると吸 盾水素分 子
(L∫9班尺鰭)は 電 チの電 離 作用に よつて 水素分チ イオン1=`'Flに電 雌 する.こ の過 程は氣 相水
素分 子の揚介,相 瞥に強 くみ らはれ る ことが 質彙分 光器 に よる實騎 よ.り知 られ て ゐるs1吸ryx:
暦 に於 て も同様 な イオン化現 象力起 ることが 想倒 瞭 る.然 る[ζ著 者の實験 に よる1陀離 曲線
には斯 る電離現象 に和w.する脱 離が生 じない.從 ってsGtl離作用に よつ て生 じた水素分 子 イオ
ン(智 罵欺態)は 吸 着居 に その優,存 在 す ることが 想像 され る.
斯 る吸nf%水素分 子 イオ ン(,姦 欺態)が 存在す#LFYSZ=fヵ1之に衙突 して,9ぎII欺態師 ち}i,+
〔un5【ablehζ属腱 す る.鋤 この働 起現 象が 極大確牽 を以て`kナる電 子速 度1よ次 の如 く計算 禺來
る,
吸1u水素分 子のJ1底axe(㌧yのよ りrr.+(nnsrahlelナiた態邸:c;f4へ の働起が 極大 の勘
起確拳 を有 する術 撃電 子速度ぱ38Vで あ る.こ れ は著 者の得た第五 痩大 の位置が明1.こ示 し
●
て ゐる.
H2+(ｰraill:?)の電干項 の殖団⊃1は1fi.3Vであるか ら,ll巴+(=一ｰFl→1`L(2∫1幽)励起が その
働起確率 の極大 を:行す る爲の拗 起 エネルギ ーば,38-1.`i.3コ22.7Vである.
然 るに實験 よ り得た第 四極大の働 起電 歴 はszv附 近 であ る.水 素秀 子 イオンの原子棲間 の
平衡距離が 水素分 子の't=衡距離 〔〕..5:1に比Lて 可成 大き く1.06A鋤とせ られて ゐ るか ら.働
起電堅 はa十,r-rayよりも小で實験値22Vに 近づ く.從 つて第四極大 は水素分 了イ オ ンの9㌔ 歌
:`Fより3∫11肌態に働起 する絡 果,この 歌態 は 不安定で高速 度の瞭子 とプ ロ トンに解離 する爲に
脱 離が 生す ることに輝 け るとrへ られ る..白餓 而 ζ水素分 子 イオ ンが 隅ll喪態1・於 て存
在 する ことが豫 想せ られ る.こ の分 子 イオンが 金鳩の炎 面作 川に よつ て生 じた ものか或 は電
.子衝 繋に よつてJ=fi的に生 じたか は更に研 究.を要 すろ.何 れ に して 尋,分f.イオンが金届表面
艶)11■E⊃ ・S盲翼匹io}1,RPJ,』配rP毎 管.,3■翻 〒(見豊;311,













悉 く.吸翻 子に衝突するか ら」動鞘 子の数 齢 衙惣 と考 へwoe・ 煉 　静 の敏莇.微
㈱ ・決定・鯉 閥 一 イ欝 箋謬 ・計轍 ・・











1甲'欝 → 圧G+(Unst"b!e〕 - ll.:ix10-3
1∫鰐 →.耳漕(unstable) 9./ix16-5
,
以上何 れ も極大の励起確輩 に就 て計 算 した.
水素分子 の1∫g→鳳 勘 起 に於 ける絶針 牧量は實駒的 に殆ん ど求 め られ てゐ.ない.Ramien㎎}
の實験 値が 只一つ参考 にな.るが,10V附 近 に於 て1〔一_.程度 と報告 せ.られてゐ る.原]㌦例 へ
ば.He,ArNe及 びHg等 の鋤 起確奪 に就 てII∫成lj貰験胸が 行は#L,,その鋤 起現 象の羅封牧
量 は5x10ｰ'～10一'の程 度で あ る事 が帳 告せ られて ゐ る.イ オン化現 象に於 ける絶鮒 牧量鴫
は ユ0一"以下の も.のは稀 と思 はれ る.
從つて本顛 ・於て得た雌 臨 棚 女最砒 に 壷 一漏 閾 ・…,吸着唐・於け
る電子衝撃による鋤起確率が この様に小 さいのは教め理11{に基くものと考へ られる・
貧一.電 子衝撃の結果、吸着分子が働起 した場合,吸li糊である白金表面に よつて働起.エネ
ルギーが脱活性せられる.
郷.全 衝突数の計算に當つて白金爽醐 ・船 に練 分子に;fixれてゐ:るとしたが・..實鰍
廊iに.於ける吸嗣 燦 の密度ば'トで,從つて爽敵 於ける吸着水素と電子の鈴 陵 蜘 蝉iの假
32)II.12amien,Z.f'ky;ik,70,..".+i3QOSI).




定計':7Mlti.t4も小とな り,纏 倣 量.は璽加するもめと:Yへられ る.
第三 術嬢電子速度の不均一に依ることが考へられる.
併 し励起確率の小なる辮實から 吸着水素分子は多分子居に 吸茄す るのではなく,畢分子隈
に吸許するζとがfigる.
實bi?'Jt1't(纂七間)に於て詮 明した如 ぐ,.mt離雌 泉の第五 第六漱 に剛 して電子衝撃實駿
を行ふ場合,水 素を新 しく吸着させた白金面とf,Pよ り蓮績的に電子衙撃實駿 を行つた肖金
而 との蜴合では,その脱離曲線の極大の高 さに差 を生 じる.極大の商 さは,tip確率及び水素分













・螺 分子の電子1髄ll長態は1吸着によつて,ヲ諏 る樋 睦 受けてゐオ歯,
低速電r'i,町撃に依る自金吸着水素分子の脱離機構は,非 弥性衝突の際の分:r'の解離に
よつて運動のエネルギーを有する原子及びプ ロトンを蛮することにノ馳寒肉する.即 ち
水素分7の 取底歌態 より,三重項系の電干構造歌態,r定 な1..h十〔塁∫II矧疫態及び
H、艸 ・1罐への働起に基 く.
働起分子のエネルギー放出に於て,電 子項 のIntercom6inatiou`‡堂 じない.
電子爾撃の結果、生じた水素分子イオン('_ｰa>u)は吸着府 より脱離しない.從 つ
て表而に安定に吸着するもの と.考へられ,第 四極大の成因は,之 が電子衝撃の縞 果更
に2劃 欣態に勧起 して高蓬度の イオ.ン及び原子 を生一tることに基囚する.
吸岸源 予及びプ ロトンはこの方法によつては脱離しない.随 つてその存在は直:接に確
め得ないが.そ の存在ぱ操想爵來る.
本賓験 を行ふに常 り,終始御懇篤な御指導 を賜はつた堀揚先生に厚 く感謝致 します.
両本研究は交都省科學研究費の一部 を使用したものである。
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